
（２）淀川河川公園中流右岸域の概要と経緯
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平成30年度
淀川河川公園 中流右岸域地域協議会

資料 ２

1)中流右岸域の公園地区構成

大塚地区

三島江・三島江野草地区

鳥飼下・鳥飼上地区

一津屋河畔地区・
一津屋野草地区・
鳥飼西地区・
鳥飼野草地区

淀川

大阪湾

三川合流域
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2)中流右岸域地域協議会の開催経緯
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年度 開催回数 審議内容

平成21年度 協議会 1回 ・中流右岸域地域協議会の設置

平成22年度
協議会 2回
地区会議 4地区各1回

・大塚地区公園整備計画素案作成
・鳥飼下地区公園整備計画素案作成

平成23年度 協議会 2回 ・大塚地区公園整備計画策定
・鳥飼下地区公園整備計画策定

平成24年度 協議会 1回 ・公園整備計画の進捗状況確認

平成25年度 協議会 1回

・三島江野草地区の現地見学
・三島江野草地区の整備経緯
・三島江野草地区の今後の整備と
管理運営のあり方の検討

平成26～28年度は、上流域の背割堤地区（淀川三川合流域さくらであい館）の整備に集中

3)前回協議会の検討内容
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■前回の議題

開催日：平成25年8月28日

会 場：高槻市三箇牧公民館

＜議事＞

三島江野草地区の今後の整備・維持
管理のあり方について

＜現地見学会＞

三島江野草地区



3)前回協議会の検討内容
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■前回の
審議資料

（平成25年度第1回淀川河

川公園中流右岸域地域協
議会資料‐２より抜粋）

3)前回協議会の検討内容

6



3)前回協議会の検討内容
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（平成25年度第1回淀川河川公園中流右岸域
地域協議会資料‐４より抜粋）

3)前回協議会の検討内容
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■前回の審議結果

【主なご意見】

・現実は人の手を介さないと淀川にふさわしい植生が出現しない。
放置すれば外来植生が増え、本来見られる多様な河川植生が見ら
れなくなっているのが現状である。

・草刈りや清掃などを学生ボランティアなどで行っているが、地元
の方々の参加には至っていない。

・ヤナギの幹がペットボトルよりも太い状態まで育ち、住民参加で
は対応ができないような状態である。

・切り下げ地区をどう利用するのかという議論をしたほうが早い。

・住民は淀川に興味を示していないというのが実情であり、呼び掛
けがもっと必要ではないか。




